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AMISATO O 〇 OBSERVATORY is ga leading facility aqmong public observatories. 

> moain obiect of our observatory is education and popularization of aqstronomy. 

Another obiject is researches on ostrophysics.



白鳥 が 舞う ペガサス が 
世界 で た だ ひと つの ご 夜 空 に 浮か ぶ 「 動 物 園 」 で す 。 
優雅 に 星空 を 舞う 白鳥 や 、 天 空 を 駅 け 抜け る ペガサス の 雄 容 。 

夜空 に 浮か ぶさ ま ざ ま な 生き 物 」 た ちと 、 気 軽 に 対面 で きる 場 が で きた ら …。 

時 の 動物 園 「 み さと 天文 台 」 は 、 そ の よう な 想い を こめ た 

ロ 径 105cm の 反射 望遠 鏡 を は じ め と する 研究 設備 は < 

美しい 夜空 を 案 し み 、 宇 宙 の 謎 に 挑む 本 格 的 な 公開 天文 台 と し て 、 

「 星 ふる 里 」 和 歌 山県 美里 町 の 高台 に 誕生 し ます 。 

撮影 / 大 西 浩次 

ご あい さぶ さ つ 

美里 町 は 、 自 然 環境 に 恵まれ た すばらし い 町 で す 。 

1987 年 環境 庁 の 「 星 空 の 街 コ ン テ ス ト 」 に お いて 全国 有数 

の 星 の き れい な 町 に 選ば れ た の を も と に 、 西 暦 2000 年 を 目 

標 年 次 と し た 、 長期 構想 の も と 「 星 ふる 里 ・ 美 里 町 (健康 ・ 工 

芸 ・ 交 流 の 里 作 り )」 の 実現 を 目指 し 、 積極 的 に 町 政 を 推進 

し て いま す 。 

その シン ボル 施設 と し て 、 国 ・ 県 ( 新 林 業 構造 改善 事業 ) の 

援助 を も と に 、 人 と 自然 と の 交わ り の 中 で 、 青 少年 の 健全 発 

育 の た め の 教 育 文 化 な ど に 関わ る 機能 を 追求 する と と も に 、 

現在 、 特 に 求め られ て いる 保健 休養 レク リエ ーション 空間 

と し て の 活用 を 勘案 し 、 星 の 動物 園 「 み さと 天文 台 」 を 建設 

いた し まし た 。 

この 日 本 一 、 いや 、 世界 的 に も 立派 な 施設 が 名 実 と も に 、 

その 存在 価値 を 発揮 する た め に 、 佐 藤 文隆 先生 を は じ め 、 多 

く の 著 名 な 先生 方 の 御 指導 、 御 協力 を いた だ き な が ら 、 宇 宙 

の 神秘 に 向かっ て 科学 する 青少年 の 育成 に 、 大 きく 寄与 で 

きる も の と 確信 し て お り ま す 。 

今後 と も 、 皆 様 方 の 一 層 の 御 理 解 と 御 協力 を 賜り ます よう 、 

心から お 願い 申し 上 げ ま す 。 

美里 町 町 長 

小 人 馬場 俊彦 

ご あい さき さ つ 

夜 の 空 を 見 る と 遠く の 星 が 見 えま す 。 そ れ は 同時 に 星々 

の あい だ に いる 地球 を 見 る こと で も あり ます 。 そ うす る と 

そこ に 宇宙 の 中 の 人 類 が 、 そ し て 宇宙 の 中 の 自分 が 見 えて 

くる の で す 。 

望遠 鏡 で 地 款 以外 の 天体 を 間近 に 見 る こと が 出来 る よう 

に な る と 、 私 達 は いっ そう この こと を 強く 実感 で きる よう 

に な り ま す 。 また 月 、 惑星 、 恒星 、 銀河 と いっ た 天体 に 関し 

て 得 ら れ て いる 情報 を 学べ ば 、 私 達 の 地球 の すばらし さ が 

ます ます わか っ て きま す 。 地球 環境 の 大 切 き さき 、 そ こ で 暮らす 

人 々 の 和 の 大 切 さ が わか っ て きま す 。 

この 立派 な 望遠 鏡 を 手 に する こと で 、 こ の よう な 装置 を 

作り 上 げ て いる 科学 や 技術 の 知識 に も ぜひ 関心 を も っ て 次 
いた いと 思い ます 。 そ れ は 多く の ハイ テク 技術 の 集積 装置 

で も ある の で す 。 

また 、 ゆ た か な 自然 の 中 に で きた 星 の 動 物 園 「 み さと 天文 

台 」 が 町 民 の 身近 な 施設 に 育っ て いく こと が 、 こ の 施設 が 日 

本 一 の 天文 台 に な る 重要 な 要 で ある と 考え ます 。 

みき と 天文 台 名 准 台 長 
京都 大 学 大 学院 
理学 研究 科 教 授 

佐藤 文隆 



らせん 階段 一 一 

話 声 を あげ る 星々 、 
銀河 に 棲む 巨大 ブラック ホー ル …。 

| 宇宙 は 、 ま さ に 雄大 な 「 星 の 動物 園 」 で す 。 
悠久 の 時 が 、 ゆ る や か に 流れ て いる よう に 見 える 宇宙 。 

し か し 、 そ の 実際 の 次 は さま ざま な 天体 が 激しい 輪廻 を 繰り 返す ワン ダー ラン ド 。 

星 の 動物 園 「 み さと 天文 台 」』 が 、 皆 さま を 多彩 な “生命 "の ドラ マ へ ご 招待 し ます 。 

星 の 動物 園 「 み さと 天文 台 」 は 、 
公開 施設 と し て は 世界 屈指 の 
天文 台 で す 。 

みさ と 天文 台 「 星 の 塔 」 は 、105cm カ セ 
グレ ン 式 反射 望遠 鏡 を 備え て いま す 。 

この 望 遠 鏡 は 、 公 開 用 と し て は 国内 は も 
と より 、 世 界 で も 屈指 の 口径 を 誇り ます 。 

望遠 鏡 は 口径 が 大 きく な る と それ だ け 多 
〈 く の 光 を 集め る こと が で きる の で 、 小 さ 
な 口径 の も の で は 見 る こと が で き な い 、 
遠く に ある 暗い 天体 を 見 る こと が で き 

ます 。 当 天文 台 の 望遠 鏡 で は 、 従 来 の 50 

cm クラ ス の 公開 用 望遠 鏡 に 比べ て 、 約 2 
倍 も 遠く まで 見 渡す こと が で きる の で 
す 。 さらに 最 先端 の 冷却 CCD カ メラ を 
使用 し 、 そ こ で 得 ら れ た 天体 画像 を 高 
性 能 コ ンピュータ ー で 処理 する こと に よ 
り 、 お よそ 100 億 光 年 の 彼方 まで も 観測 す 
る こと が 可能 に な り ま し た 。 み さと 天文 
台 で は 、 こ の よう な 最新 鋭 の 観測 機器 を 

使用 し た 研究 観測 に も 積極 的 に チャ レン 
ジ し て いき た いと 考え て いま す 。 また 、 
観測 室 に は 、 ゆ っ た り と 楽 な 姿勢 で 望遠 

鏡 を 覗い て いた だ ける よう 、 昇 降 式 リフ 
ター を 備え つけ 、 皆 さま の ご 来 台 を 心から 

お 待ち し て お り ま ある 視界 いっ ぱい に 広 が 

る 美しい 星空 を 心ゆく まで ご 覧 くだ さい 。 

※ カ セグ レン 式 反 射 望 遠 鏡 

凹面 鏡 と 凸 面 鏡 を 組み 合わ せ た 光 学 系 を 持ち 、 覗 < 方 向 が 
天体 の 方 向 と 一 致し て いる 。 

「 星 ふる 里 ・ 美 里 町 」 の 高台 に そびえ る 

「 開 か れ た 天文 台 」 で すず 

美しい 星座 を 初め て 観測 する 子ども た ち 

へ 。 昔 、 星 が 大 好き だ っ た お 父さん ・ お 

母さん に 。 そ し て 、 夜 ご と 観測 を 続け る 

天文 マニ ア の 方 々 に も …。 豊 富 な 専門 知 

識 を も つ 研 究 員 が 、 き め 細 か く 対 応 す る 

みさ と 天文 台 。 皆 さま の 天体 へ の 興味 と 

好奇 心 を 大 きく ひろ げ る 、 本 当 の 意味 で 

の 「 開 か れ た 天文 台 」 と いえ る で し ょ う 。 

また 、 充 実 し た 設備 の 数 々 は 、 プ ロ の 研 

究 者 に も 十分 に 魅力 的 な も の 。 観 測 施 設 

を 研究 者 へ 広く 公開 する こと で 、 天 文学 

の 発展 に も 貢献 し た いと 思っ て いま す 。 

本 格 的 な スタ ー・ ウ ォ ッ チン グ の 場 と し 

て 、 ま た 専門 知識 を 深め る 研究 の 場 と し 

て …。 みさ と 天文 台 は 、 さ ま ぎ ま な 方 々 

と の “出会い "を 楽し み に し て いま す 。 

世界 か ら 、 み さと へ 。 み さと か ら 、 世 界 へ 。 
天体 情報 の 受 発 信 も リア ル タ イ ム に 。 
みさ と 天文 馬 の コ ンピュータ シス テム 

は 、 高 速 の デジ タル 専用 回 線 ( イ ンタ ー 

ネッ ト ) で 世界 中 に つなが っ て いま す 。 

世界 の 最新 情報 が リア ル タ イ ム で 入手 で 

きる だ け で な く 、「 み さと 天文 台 発 信 」 の 

情報 が 世界 を 駆け めぐ る こと と な り ま す 。 

※ 冷 却 CCD カ メラ 
写真 フィ ルム の 代わ り に 半導体 を 使っ た 、 高 感度 電子 カメ ラ 。 

$@ カ セグ レン 式 反 射 望遠 鏡 (公開 用 と し て は 日 本 一 の 口径 )※ 製 作 / 西 村 製作 所 



らせん 状 の 階段 を の ぼれ ば 、 

夜空 の 動物 た ち が お 出迎え 。 
観測 室 へ は 木 の 香 り 漂 う 、 ら せん 階段 

を 登っ て 。 壁 に は ヨシ トミ ヤス オ 先 生 

の ロマ ン あ ふれ る 「 星 座 と 動物 の 物語 」 

の マン ガ が 飾ら れ 、 楽 し み 、 学 びな が ら 、 

星空 へ の 期待 感 を 高め て いた だ け ま す 。 

らら せん 階 

緑 の 山並 み 、 透 き 通 る 星空 。 
木造 の 展望 デッキ か ら は 、 
ファ ー ス トク ラス の 展望 が 。 
自然 木 を 敷き つめ た 展望 デッキ か ら は 、 

抜群 の 眺望 を お 楽し みい た だ け ま す 。 

どこ まで も 連なる 緑 の 策 線 、 見 上 げ れ ば 、 

果て し な く ひ ろ が る 大 空 。 夜 に な れ ば 、 

今にも ふり だ し そう な 星 た ち が 人 迫っ て 

きま す 。 また 、 さ ま ざ ま な 鳥 や 蝶 な ど 、 

美里 町 な ら で は の 生命 と の ふれ あい も 生 

まれ そう で 360 度 の 自然 に か こま れ た 、 

心 お どる ひと と き を お 過ごし くだ さい 。 

e 展望 デッキ か ら の 眺望 

ふ アン ドロ メダ 座 ・ 鯨 座 ほ か ゅ ペル セ ウ ス 座 ・ ペ ガサ ス 座 ゅ オリ オン 座 ・ 大 犬 座 ・ 映 座 
海神 ポセイドン の 怒り を か い 、 オ バケ 怪 女 メド ゥ サ の 首 を は ね た 英雄 ベル オリ オン は 、 い つも 大 犬 を 連れ て 歩く 
鯨 に 襲わ れる アン ドロ メダ 通り が か っ た セ ウ ス 。 す る と メド ゥ サ の 血 が 染み た 狩人 。 腕 前 を 自慢 し すぎ た た め 、 上 に さ 
ペル セ ウ ス が 彼女 を 救 お うと する が …。 _ 岩 か ら 、 天 馬 ペ ガサ ス が 誕生 し た 。 され て 死ん で し まい 天 の 星 座 と な る 。 

「 星 の 動物 園 」。 動 物 マ ン ガ が 大 好き な 私 に と っ て は 願っ て も な い テ ー マ で す 。 

さて 、 で も どう か な 、 大 態 子 態 は いい と し て サソリ や 蛇 、 そ れ に 人 鯨 の オバ ケ な ん て 

ちょ っ と 、 こ ども た ち に こわ が られ そう な 星空 の スタ ー も いま す 。 よ し 、 思 い 切 っ て 

楽し め る キャ ラク ター に 作り 替え て し まお うか な 。 と いっ て あん まり マン ガ っ ぱく し 

た の で は せっ か く の ロ マン ティ ッ ク な 星空 が 台無し 、 と し か られ そう だ し 。 そ れ に 、 

気がつい て みる と この 大 態 座 の 大 態 の シッ ポ は や た ら 長 く て 不 自然 だ な あ 、 星 

と 星 を 結ん で 星座 に する と きか な り 無 理 を し た ん だ ろう ね 。 な ど と つぶ や やき な が 

ら も 先ず は 完成 。 こ うな る と こども た ち に 早く 観 に き て ほし いな ぁ 、 と 思い ます 。 さ ぁ 

これ で 美里 町 の 空 が 思い っ きり 楽し く な っ て くれ ます よう に 。 

$@「 蜂 座 と 動物 の 物語 」』 制 作 

ヨン トミ ヤス ズ スズ オ マン ガ 家 ・ 京 都 精華 大 学 美術 学部 教授 

生 の 声 を きく 。 神話 に ふれ る 。 
夜空 の " 生 命 "に 近づく 「 星 の 塔 」 で す 。 
限り な い 大 空 へ の 好奇 心 を 連れ て 、 空 へ と 続く 階段 を 登 ろ う 。 
「 星 ふる 里 ・ 美 里 町 」 な ら で は の きら めく 星空 、 

四季 を 織り な す 美 し い 自然 が 視界 いっ ぱい に ひろ が り ま す 。 
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HISATO_OBSERVATORY 

の 月 の 館 ( 内 部 ) 

6 セミ ナー ハウ ス 「 未 来 吉 」 

0 の か じ か 笠 

えみ 

時 を 忘れ て 、 夜 空 と 遊ぶ ' 動 物 園 」 で す 。 
天文 現象 を じっくり 観察 し た り 、 き ら め く 星空 に 見 と れ て みた り … 

子ども 
ゴゴ. 

星 が ロ マン チッ ク だ 。 こ の 人 口 約 ox ごい 

和歌 山県 海草 郡 美 里 町 は 、 そ の 名 の と お り 美 し い 山 

持っ みお いい 

わが 国 最大 の 天文 台 が で きた 。 美 里 町 の 長年 の 夢 が 

4,800 人 の 小さ な まち の 山の上 に 、 一 般 公 開 用 と し て は 

すべ て の 施設 が 宇宙 へ の 架け 橋 と な る 「 星 の 動物 園 」 へ よう こそ 。 
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朋 礁 な 月 の フォ ルム の 中 で 、 
私 だ け の 時 を 見 つけ る 。 
星空 を 科学 する 。 イ マジ ネー ショ ン の 翼 を ひろ げ る 。 

さま ざま な アク セス ライ ン で 、 多 彩 な 情報 と つなが る 総合 案内 施設 「 月 の 館 」。 

今 ま で 知ら な か っ た 宇宙 の 、 そ し て 地球 の 次 を 見 つけ て み ま せ ん か 。 

望遠 鏡 か ら の 映像 で 、 宇 宙 に 接近 。 

「 気 象 衛 星 ひ まわ り 」 か ら の 情報 で 、 

地球 を 再発 見 。 

「 月 の 館 」 で は 、 最 新 の AV 機器 を 駆使 し 
て 、 さ ま ざ ま な 情報 を 提供 し ます 。 恒 間 
は 前 日 に 撮影 し た 宇宙 の 映像 を 、 夜 に な 
る と 望遠 鏡 が と ら え て いる 映像 を リア ル 
タイ ム で 放映 。 さ ら に 、 宇宙 に 浮か ん で 
いる 「 気 象 衛星 ひま わり 」 か ら の 電波 を 
屋外 アン テ ナ で キャ ッ チ し 、 日 本 を 中 心 

と し た 気象 デー タ を 表示 し ます 。 現 在 の 
雲 の 位置 、 温度 分 布 、 風 向き 、 日 本 各地 

き 還 癌 の 天候 …。「 い ま 」 の 日 本 の 姿 を 、 宇 宙 
人 に で か ら の 視点 で 眺め る こと が で きま す 。 レグ 

し た 「 月 の 館 」 内 部 天然 木 を ふん だ ん に 使 

夢 の 波 紋 が ひろ が る よう に 。 

円 の 波紋 を デザ イン し た “ 空 の 雇 ”。 
「 月 の 館 」 の 大 きく 開か れ た 傾斜 窓 か ら 

は 、 緑 あざ や か な ガー デン 三 「 空 の 麻 」 

が 望め ます 。 芝 に 描か れ た 美しい 模様 は 

無限 の 星空 そし て それ を 眺め る 方 々 の 

心 の ひろ が り を イメ ー ジ し た も の 。 や す 

ら ぎ と と も に 、 宇 宙 へ の 限り な い ロ マン 

を か きた て て くれ ます 。 ま た 、 天 の 川 を 渡 

る 鳥 と いわ れる 「 カ ササ ギ 」 を モチ ー フ ブフ 

に し た 列 柱 が 、 皆 さま を アプ ロー チ か ら 

「 月 の 館 」「 星 の 塔 」 へ と ご 案内 し ます 。 

$ 当 天 文 台 で は 、 望 遠 鏡 の 貸出 サー ビス も 実施 



_ 

ーー だ ご デー 

則 UL る | 上 一 
主 且 加 < 
レル 人 記 放 生 話 記 P。 

撮影 / 大 西 浩次 

党 の 中 まで 、 星 空 が ひろ が る 。 

光 年 の 輝き に つつ まれ る 時 が あり ます 。 
星 あ か り の 道 で 、 夕 涼み を 楽し む 。 星 空 の も と 、 仲 間 と 夜 を 語り あか す 。 

「 星 の 動物 園 」 で は 、 豊 か な 自然 を いか し た 休憩 ・ 宿 泊 の た め の 施 設 も 完備 。 

星空 と の さま ざま な コミ ュ ニ ケー ショ ン が 楽し め ま す 。 

見 上 げ れ ば 、 満 天 の 星 の きら めき 。 

四季 の 花々 と 、 緑 に 彩 ら れ た 遊歩 道 。 
星 の 動物 園 「 み さと 天文 台 」 と セミ ナー 

ハウ ス を つなぐ の は 、 自 然 の 息吹 に 満ち 

た 遊歩 道 。 美 し くし た た る 緑 の 中 で 、 の ん 

びり 森林 浴 を 楽し ん だ り 、 バ ー ド ウォ ッ 

チン グ を 楽し ん だ り 。 ゆ っ た り と 流れ る 

時 の 中 、 そ れ ぞ れ の 季節 と の 、 そ し て 星空 

と の 豊か な 出会い を 実感 し て くだ さい 。 

$ 遊歩 道 

研修 や 観測 会 な ど 、 多 目的 に 

利用 で きる セミ ナー ハウ ス 「 未 来 塾 」。 

遊歩 道 の 登 り 口 に は 、 昔 懐か し い 木 造 

り の 校舎 を 守 笠 と させ る セミ ナー ハウ ス 

「 未 来 塾 」 が 。 クラ ブ や 同好 会 に よる 星 の 

観測 会 や 研修 な ど 、 さ ま ざ ま な 目的 ・ 用 途 

に 利用 で きま す 。 ま た 野外 体験 用 の 実 

習 場 で は 、 ア ウト ドア 活動 も 楽し め ま 

すず ああ ふれ る 自然 と 星空 に 包ま れ て 、 人 と 

人 と の あたたか な ふれ あい が 生ま れ ま す 。 

ふ セミ ナー ハウ ス 「 

清々 し い 木 々 の 香り に 包ま れ て 。 
時 の シャ ワー を 浴び る 夜 が あり まず 
「 星 の 動物 園 」 内 に は 、 休憩 ・ 宿 泊 の た め 

の 施設 と し て 、 バ ン ガ ロー が あり 、 周囲 

の 風景 に と け こ むように 木造 の 落ち つい 

た た た ず ま い を 見 せ て いま す 。 テ ラス で 

は 、 降 り そ そ ぐ 星 々 や サク ラ 、 ス ギ な ど 

季節 の 花 や 緑 を 楽し むこ と が で きま す 。 



森 に 、 清 流 に 、 星 の きら めき が 降り を そそぐ 。 
人 と 自然 が 出会う 町 、 星 ふる 曇 ・ 美 里 町 。 
木々 の 緑 、 透 みき っ た 水 の 流 れ 、 そ し て 日 本 で も 有数 の 星空 …。 

美しい 自然 と 調和 し 、 響 き あ う 「 星 の 動物 園 」 は 、 

「 星 ふる 里 ・ 美 里 町 」 の 文化 的 シン ボル と し て 、 豊 か な 未来 を 展望 し て いき ます 。 

the town jeweled with stars 

Ill1SatO LOWUH 

和歌 山県 ・ 美 里 町 。 そ の 名 の 通り 、 
美しい 自然 に い だ か れ た 山里 で 
町 を 彩る 緑 、 咲 き 乱 れる 花々 、 そ し て 走 

志 川 ・ 真 国 川 の 清流 や 神秘 の 滝 …。 美里 

町 で は いた る と ころ で 、 か けが え の な い 

自然 の 輝き に 出会え ます 。 も ちろ ん 、 そ 

の 星空 の 美 し さ は 、 折 り 紙 つき の も の 。 

1987 年 に 環境 庁 が 実 放 し た 「 星 空 の 街 

コン テス ト 」 で も 、 全 国 的 に 高い 評価 を い 

た だ きま じ た 3 カ ジ カ や ヤセ グロ セキ レイ 

ホタル な ど 、 さ ま ざ ま な 生物 の 観察 を し 

た り 、 川 遊び な どの アウ トド アラ イフ を 

楽し ん だ り 。 美 里 町 の 魅力 は 、 多 彩 で す 。 

悠久 の 歴史 、 自 然 が 育ん だ 美味 …。 
重 空 の ほか に も 、 見 どこ ろ は いっ ぱい 。 
美里 町 の 見 どこ ろ は まだ まだ あり ます 。 

由緒 ある 神社 、 古寺 、 高 い 文 化 的 価値 の 

仏像 、 あ る い は 民俗 芸能 な ど 、 は る か な 

時 の 流れ が 生み だ し た 歴史 的 遺産 は 一 見 

の 価値 が あり ます 。 また 、 全 国 的 に 有名 

な 富有 柿 を は じ め 、 栗 、 山 概 、 山 菜 な ど 、 

野趣 豊か な 味覚 も お 楽し みい た だ け ま ああ 



2 あの xn 

中 国 自動 車道 

吹田 で る 神 高 速 道路 
至 京 都 

すぐ XX 

星 ふ る 里 ・ 美 里 町 「 み さと 天文 台 」 へ よう こそ 。 

交通 の ご 案内 
で 

$ J 口 海南 駅 大 填 。 世 約 75 分 美里 温泉 前 イ 人 を みさ と 天文 台 
ーー コッ ーー みさ こと 天文 台 
て 

ゅ 阪和 自動 車道 海南 東 IO ロー 一 (550 ig 一 一 * みさ と 天文 台 
支 り ムジ ン バ ス 

関西 国際 空港 JH 和歌 出 駅 
交通 機関 の お 問い 合わ せ 
$ バス (大 十 オ レン ジ バ ス ) 大 十 株 式 会 社 党 0784(B8)1588 
$ JR 線 ( き の くに 線 ) J 円 海南 駅 人 734(85)0319 
$ 私 鉄 ( 南 海 本 線 ) 南海 和歌 山 市 駅 全 734(89)1 呆 
$ 関西 国際 空港 サー ビス セン ター 倒 0784(55)8053 

e$ 星 の 動 物 園 「 み さと 天文 台 」 
室 0734(98)03050 FAXUD734(98)0308 

$ 美里 町 役場 室 0734(95)5.510 
※ 夜 間 観 望 は 、 毎 週 木 、 金 、 土 、 日 曜日 の み で す 。 
休館 日 は 、 毎 週 月 曜日 お よび 毎月 第 一 火曜 日 (祝日 に 
あたる 場合 は 翌日 ) 年 末年 始 (12 月 27 日 一 1 月 4 日 )。 
詳し く < は 、 当 天文 台 ま で お 問い 合わ せく だ さい 。 

星 の 動 物 園 「 み さと 天文 台 」 
シン ボル マー ク 

美里 町 の 鳥 で ある 「 セ グロ セキ レイ 」 の 目 と くち ば し を マー ク 化 し 、「 星 」 を 組み 合わ せ て 擬人 化し た も の で す 。 
「 自 然 」 と 「 星 」 と 「 人 」 の 豊か な コミ ュ ニ ケー ショ ン が 候 づ く 町 「 美 里 町 」 を 表す と 同時 に 、 
さま ざま な 大 宇宙 の 「 星 の 動物 た ち 」 を 楽し く 観察 で きる みさ と 天文 台 の コン セプト を 、 
いき いき と 表し た マー ク デ ザイ ン で す 。 プル ー は く < 大 宇宙 >< 未 来 *< 項 望 > を 、 
グリ ー ン は < 自然 >*< 文 化 > を 表し て いま す 。 < 

H7.7.7


